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「新たな医学・医療を切りひらく

人間性豊かな医師を目指そう」

医学科では「高い倫理観と豊かな人間

性を備え、地域特性に合わせた医療の実

践や最先端の医学を創造できる医師を

養成する」ことを目指しています。医学の

基礎力・臨床力を育むことに加え、コミュ

ニケーション・イノベーション・地域医療に

重点を置いた教育を行っています。医学

科で共に学び、素晴らしい医師・研究者

を目指しましょう。

地域医療学講座 教授

医学科長 谷口晋一
病態検査学講座 教授

保健学科長 鰤岡直人
神経科学分野 教授

生命科学科長 畠 義郎
保健学科は、看護学専攻、検査技術科

学専攻の２つの専攻に分かれています。

卒業生は､看護師、保健師、助産師、臨

床検査技師，医療系教員などとして活

躍しています。高度な知識・技術を身に

つけた医療従事者および教育者､研究

者の育成に加えて、社会貢献を目指し

て、社会実装可能な研究も行っています。

今後とも、ご支援をよろしくお願い申し

上げます。

全国で初めて医学部に設置された生

命科学科は、生命の謎や医療技術の開

発に取り組む研究者の養成を理念とし

ています。30年を超える歴史を持ち、多

くの卒業生が学術機関や製薬企業など

様々な分野で活躍しています。生命科学

の知見を先端医療や創薬へ応用する取

り組みも進み、他学科と連携しつつ、さら

に社会に貢献できる学科を目指します。

鳥取大学医学部広報誌
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令和５年度 医学部長・学科長 令和5年4月1日、医学部執行部が新体制となりました。

医学部長・各学科長に目指している方向性について一言伺いました！

鳥取大学医学部は、2020年に創立75周年を迎え、100周年を見据えています。

学生・大学院生が教職員と共に学習・研究を通じて医療に貢献する歴史を重ねて

きました。今後も、医療の今を支えるために職業教育を、次世代医療のために研究

教育を行い、全ての疾患に対応できる機関であろうと思います。さらには、伝統的

特徴を生かし、医療の得意分野で進化を続け、そして世界の医療に貢献したいと

思います。医学部は、教育・研究を通じた社会貢献が基本ですが、世界的水準の

医学的知見を、分かりやすい形でお伝えすることも大切な社会貢献だと思います。

教育者や研究者に求められながら気づかぬ点も多いと思います。大学外から多く

のご要望を頂き、それを良い機会にして教育・研究を発展させられればと思います。

宜しくご指導願います。

医学科 ウイルス学分野 教授

医学部長 景山誠二

「人材育成と課題解決策を鳥取県で熟成し、

その成果を世界の地域社会に届ける」
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天の真名井

米子市淀江町にある「天の真名井」

は名水百選に選ばれるほどの美しい

水が毎日2500トンほど湧き出ており、

その風情溢れる景観は人々に安らぎを

与えています。また、近くのお蕎麦屋さ

んでは、こだわりのパフェを求めて多く

のお客さんが集まります。真名井の水

はキンキンに冷えているのでこれから

の暑い季節にはぴったりのスポットで

す！ 皆さんも涼を求めて訪れてみては

いかがでしょうか。

医学科 生化学分野

中曽一裕 教授

山陰スポット

サークル特集

おすすめメニュー

医学部での研究

しゅわっチ

細胞同士もバランスの取れた関係が大事

かつおのたたき
サラダ

手話を使って会話やゲームをしなが

ら楽しく手話を学んでいます。学園祭

では手話歌パフォーマンスを披露し

たり、コロナ渦前は夏に合宿も行って

いました。

活動を通して様々な手話を覚えるこ

とができたら手話検定に挑戦するこ

ともできます。私達と一緒に楽しく手

話を体験してみませんか？

こんな活動をしています！しゅわっチのここが自慢！

和気あいあいと活動していて、楽し

く手話を学ぶことができます！

日常生活で手話を使っている方も

来られて、手話を教えてくださるので、

様々な手話を学ぶことができます。

部員数

活動日

活動場所

31名

毎週月曜日

学内（131教室） @toridai_syuwa@toridai_syuwa

かつおのたたきと葉物野菜

がよく合います！！

生協イチ押し！

かつおのたたきと葉物野菜

がよく合います！！

生体内では、細胞同士あるいは分子同士が絶妙なバランスで存在し、機能しています。ひとた

びそのバランスが破綻すると、体に異常をきたし、病気の原因にもなりかねません。このバランス

の崩れは細胞応答現象、すなわち細胞の“頑張り”から始まることがあります。例えば、ある細胞

が劣悪な環境に置かれたとき、そこで頑張って生き延びようと、自分自身で様々な細胞応答現

象を引き起こします。この細胞の頑張りは、細胞にとって必要不可欠なものである一方、時に周

辺の細胞に思いがけない悪影響を及ぼすこともあります。実際、アルツハイマー病のような神経

変性疾患でも、細胞同士のバランスの崩れが観察されています。この“頑張り”によって発生する

悪影響は、脳だけでなく肝臓や腸、皮膚でも類似の現象が生じていることが分かってきています。

生化学分野では、このような相対的な細胞間の力関係を変化させるメカニズムを研究していま

す。現在、この相対的生物学、相対的生化学の考えが様々な病気に当てはまることがわかってき

ており、将来的には病気の原因究明や新しい治療法開発に繋がるのではないかと思っています。
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